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　保護領の創設が全盛を極めた１９世紀後半、ザンジ
バル国はイギリスの影響のもとに形成され、東アフ
リカの内部にまで拡張しようとしていた。その後、
植民地帝国主義の拡充・発展に伴いザンジバル国は、
１８８７年に帝国イギリス東アフリカ会社（以後：東ア
フリカ会社）との間にそれらの領土の賃貸に同意し
た。それは沿岸から１０マイルまで領土を拡張するこ
とについての国際的な同意であったとされている。
そしてそれを基に、東アフリカ会社はその活動を内
部にまで広げていった。この認可のもとで、東アフ
リカ会社は支配する領土で政府の徴税権と裁判権を
引き継いだ。１８９０年、東アフリカ会社の代表は、後
に東アフリカ会社の保護のもとに王領を設置するこ
ととなるムワンガ、カバカ、ブガンダと条約を締結
した。実際は、東アフリカ会社は公式な支配権のも
とでその地区に影響力を誇っていたが、行政全体を
引き継げるような財政的に成長しうる立場にはなか
った。東アフリカ会社自身が財政的な理由でウガン
ダから撤退せざるをえなくなったとき、英政府は熟
慮の上、不本意ながらも東アフリカ会社の責務を引
き継いで１８９４年にイギリス保護領の設置が宣言され
た。
　その後、東アフリカ会社は政府にナイヴァシャと
沿岸部の間の領土を譲り渡し、イギリス東アフリカ
保護領が１８９５年の１月１日に成立した。１９２０年に沿
岸街から遠く離れた保護領はケニア植民地に併合さ
れた。沿岸地はケニア保護領と改名され、二つの地
区は一つの領土として管理された。１９６３年の１２月１２
日には、植民地ケニア保護領は独立を達成した。
　このマイクロフィルム・シリーズが関係している
のは、英政府がこの領土を統治していた間、つまり
１８９５年から１９６３年までの間についてである。東アフ
リカ保護領の行政府とそれに続く植民地ケニア保護
領を管理していた事務官は、他のイギリス保護領と
同じように、国務大臣に対してブルーブックスとア
ニュアル・レポートを年１回提出しなければならな
かった。１９世紀の植民地規則は、「市民制度、植民
地の歳出入、種々の詳細な統計について等の説明を
含んでいる年刊のブルーブック」を提出することを
定めており、またそれは「過去と現在の植民地の状
態といくつかに分けられた分野別の見通しを示して
おり、その報告書は両院開催の前に提出されなけれ
ばならず、それ自身で完全なものでなくてはならな
い」といわれるようなレポートを伴っていなければ
ならなかった。
　最高品質の統計集を含んでいるこれらブルーブッ
クスは、公式な利用に限られていたが、アニュア
ル・レポートのほうはこれらの統計の活用法や解説
を含んでおり、それ以前の領土の発展についての評
論を読みやすい形で提供しており、議員向けの情報
としてだけではなく、民衆に向けて出版されること
を意図されていた。
　１９１７年を最後に、アニュアル・レポートの出版は
中止され、コマンド・ペーパーとなった。ブルーブ
ックスの出版は第２次大戦の後に終了し、アニュア
ル・レポートが大戦期の中断の後に１９４７年に再刊さ
れたときは、また違った形となっていた。帝国政府
が、植民地政府に対する態度を変化させているとい
うことと、そこでの政策と成果を知らせる必要性を
感じているということを表したものであった。この
マイクロフィルム・コレクションに収録されている
のは、１８９７年から独立までの東アフリカ保護領とケ
ニアのために刊行されたアニュアル・レポートと、
１９０１年から終了する１９４６年までに編まれたブルーブ
ックスである。
　この史料集中の第３のシリーズは、１８９９年から独
立までのその地区についての官報とその補遺である。
通常隔週であったその刊行は、植民地政府の一般的
な特徴を示しており、いろいろな役割を担っていた。
またそれは政府から民衆への広報手段であり、必要
なときにはその決定と政策を周知させるものであり、
特に、法律を公布する手段であった。
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　初期には、官報は国際ニュースのような一般的な
情報を英語がわかる公衆に伝える新聞の役割も果た
していた。地方ニュースの類は他の資料では手に入
らない有用な情報を提供している。インター・アル
タという定期的な貿易収支報告、ある時期の立法委
員会の議事録、選挙人登録名簿、課税評価員と陪審
員のリスト、事実的、統計的な色々な情報などが収
録されている。さらには、官報の大部分を占める広
告は、その地区の商業社会に価値ある光を投げかけ
るものである。官報の膨大な資料は、法令とその下
に成立した法律の両方を含んでいる。
　初期の数年間、東アフリカ保護領（とウガンダ）
は、ザンジバルの出版物「ザンジバルと東アフリカ
の官報」に頼っていたが、１８９９年にはナイロビで別
の「東アフリカとウガンダ保護領の官報」が出版さ
れ、後には二つの保護領についての別々の官報が
１９０８年から続くことになった。
　このコレクションは東アフリカ高等弁務官（
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に関する出版物を含んでいる。もちろん、ナイロビ
にその本部を置くそれらの機関はケニアだけでなく
ほかの二つの地区、ウガンダとタンガニカにも関わ
っている。
　これらの地域横断的な組織（現在も	

として現存する）の成立の歴史は、長く、
曲がりくねった道であった。東アフリカにおける３
つの属国の密接な連盟を創設するという提案は第一
次大戦の終結から高等弁務官が作られる１９４８年まで
の間ずっと考えられていたことであった。
　まれに、植民地政策に関するそのような問題は時
間をかけて議論され、たくさんの公式な報告書の中
で取り上げられ、「東アフリカの植民地政策の目的
は、連盟か、それ以外の何らかの連合体を作ること
なのか」という、地域によっては酷い反抗と敵意を
生みだす、複雑な問題についてのさまざまに異なっ
た勧告を受けることがあった。
　このセクションの最後の部分は、この長い議論の
時期の公式な記録を含んでいる。これは高等弁務官
と東アフリカ行政府のアニュアル・レポートと官報
に続くものであり、１９４８年から１９６３年までの、ケニ
アが独立を達成するまでに成立した法律を含んでい
る。
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ニアと高等弁務官両方についてのアニュアル・レポ
ートとブルーブックスと官報のマイクロフィルムを
補完する目的で行われている。
　始めの方に収録されているのは、東アフリカ保護
領政府（１９２０年にケニア植民地保護領となる）によ
ってウガンダ鉄道に関して１９０３／４年に出版された
報告書である。最後には、ケニアが独立国となった
１９６３年の１２月の報告書が収録されている。
　東アフリカ高等弁務官の報告書も収録されている。
高等弁務官は１９４７年に設置され（１９６１年に東アフリ
カ行政府に変更）、ケニアとウガンダとタンガニカ
に関する行政と立法の権力を持っていた。行政とは、
鉄道と港湾、郵政と通信、航空輸送と民間航空、所
得税と物品税と関税の徴収、統計、調査、気象など
である。これらは、高等弁務官の保護のもとに色々
な機関によって行われた。
　収められている各省は、農業、監査、商工業、地
域開発、協同組合、教育、森林、娯楽、移民、情報、
司法、労働、土地、鉱業と地質学、国内問題、警察、
郵便と電信、印刷、監獄、公共事業、鉄道と港湾、
登記、調査、財務、獣医、といったものである。報
告書は以下のように分類されまとめられている。
グループ１：行政　２：金融　３：司法と警察　
４：天然資源　５：社会サービス　６：交通と公共
事業　７：通信と郵便貯金　８：商業　９：企業　
１０：その他
　このマイクロフィルムの原史料は下記の機関が所
蔵している。
	
	

	

	
ロ
ンドン大学	
	（ロ
ンドン大学）	

	
				
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　なお、本学では「英領アフリカ諸国植民地政府刊
行物集成」及び「同各省文書集成」をアフリカ社会
史・経済史研究の重要な基礎資料として重点的に収
集している。
　現在所蔵しているマイクロフィルムは以下のとお
りである。
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